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英
国
の
千
ャ
叩
テ
ィ

平
成
加
年
吃
月
１
日
は
、
わ
が
国
の
市
民
活
動
に
と
っ
て
歴
史
的
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
団
体
）
に
法
人
格
を
付
与
す
る
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
通
称
》
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
」
が
施
行
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
記
念
す
る
日
に
、
滋
賀
県
と
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
・
し
が
」
を
琵
琶
湖
研
究
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
は
「
英
国
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
」
代
表
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ラ
イ
ズ
さ
ん
と
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体
で
あ
る
「
障
害
者
の
自
立
支
援
活
動
の
国
際
組
織
（
Ａ
Ｄ
Ｄ
）
」
の
代
表
理
事
バ
ー
バ
ラ
・
フ
ロ
ス
ト
さ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
先
進
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
を
学
ぼ
う
と
、
約
卯
人
の
県
民
・
行
政
関
係
者
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
要
約
再
現
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

壷

淫少串謡
存１

変
化
す
る
た
め
、

出川利 もな イと４

湖＃澱荊璽
多わ分剛らスこ箇
;畔ﾘ』手牒体
人するかヤＮ躯

陶:黙§＃高
そ謝布は言。
おチくた言えと

りネ羅職
そテヤ、を解似

ﾘﾘ11￥篭緑
川総イ出出講
澱雌織カミ

も
と
づ
い
た
法
的
資
格
を
持
つ
の
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
で

す
。チ

ャ
リ
テ
ィ
に
は
４
つ
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。

１
公
益
を
旨
と
す
る

２
独
立
的
な
運
営
を
す
る

３
非
営
利
術
童
垂
不
を
行
う

か
」
と
い
う
判
断
基
準
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

英
国
独
自
の
制
痩
で
あ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て

チ
ャ
リ
テ
ィ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
国
の
機
関
で

す
が
、
独
立
し
た
権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
は
知
人
ほ
ど
。
年
間
約
如
侭
円
の
斑
金
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
委
員
会
は
「
公
祇
」
の
判
断
を
し
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
の
「
登
録
」
「
支
援
」
「
モ
ニ
タ
（
監
視
）
」
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

ん
出
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
活
動
は
、
そ
の
時
代
に
人
々
が
求
め

る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
社
会
の
変
化
で
「
公
益
」

一
匹
台
■

チ
ャ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

重
要
葱
こ
と
は

Ｉ

一

一

謡域且皿倍也塑』も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
侮
年
四
千
ほ
ど
の

新
し
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
綴
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消

え
て
い
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
社
会

の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
で
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
ま
ず
社
会
的
備

用
が
あ
り
ま
す
。
公
益
活
動
を
し
て
い
る
と
認
め
ら

れ
、
お
金
や
時
間
に
つ
い
て
の
支
援
が
得
や
す
く
な

り
ま
す
。
税
制
面
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
活
動
内
容
、
活
動
結
果
、
資
金
の

使
い
方
な
ど
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
寅
任
が
発
生
し

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
ア
ヵ
ゥ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
（
説
明
災
任
）

で
す
。
そ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
本
当
に
公
諦
に
寄
り
す

る
活
動
を
し
て
い
る
紙
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
脱
税

に
適
し
た
形
で
脈
年
活
肋
報
告
や
財
務
蒲
表
を
拠
出

ま

チ
ャ
リ
テ
ィ
も
柔
軟
で
多
》
様
な

リチヤード・フライズさん
(英国チャリティー委員会代表コミッショナー）

1940年生まれ。１９６５年内務省入省。１９８２年刑

事裁判法制定の法案委員長として活踊｡特に､青少

年犯罪法の見直しや入国笛理法､民族問題を専門と

する。１９B7年より９１年まで内務省事務
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卜
（
信
託
）
な
ど
で
す
。

日本の皆さんへの〆ツセージ

２

丁
イ
ネ
ー
タ
ー
か
ら

裕
明
さ
ん

ヤ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
伝
統

ら
か
と
い
う
と
人
権
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
す
。
他
常
荷
と
Ⅲ
じ
人
権
を
社
会
の
巾
で

実
現
す
る
た
め
、
脚
立
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

ｆ
ち
上
が
っ
て
い
た
だ
く
お
手
伝
い
で
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
側
の
市
民
社
会
の
形
成
の
サ
ポ
ー
ト
も
。
そ
う

し
た
川
で
は
市
民
社
会
の
唯
な
ｎ
体
が
大
変
な
仕
榊

な
ん
で
す
。

賜
年
前
、
皿
〃
ポ
ン
ド
の
尚
金
で
２
カ
脚
で
活
動
を

Ｌ ー ロ 』 、
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左i謁王ｂ１ｇｇ６年より現篭。

０

つ
い
て

日

５
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
．

鰯
社
会
の
ど
こ
に
ギ
ャ
ッ
プ
、
不
足
が
あ
る
の
か
、

需
要
が
あ
る
の
か
を
見
つ
め
続
け
る
こ
と
。
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
か
ら
。

鐘
活
動
は
援
助
先
の
自
助
努
力
を
醸
成
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
こ
と
。
援
助
は
長
期
間
持
続
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

響
常
に
「
な
ぜ
、
こ
う
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
「
本

当
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
し
続

け
る
こ
と
。
環
境
は
常
に
変
わ
り
、
人
々
が
求
め
る
も

の
も
変
わ
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。
私
た
ち
の
よ
う
な

「
援
助
す
る
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
場
合
、
最
終
的
に
は
私

た
ち
の
存
存
痔
仙
値
が
な
く
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
そ
れ

く
ら
い
の
気
持
ち
で
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

⑳
資
金
を
ど
う
し
て
調
達
す
る
か
。
そ
れ
に
は
短
期

的
、
長
期
的
な
便
益
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
で
な
い
と

沓
容
立
が
う
ま
く
崖
季
示
り
ま
せ
ん
。

、
良
好
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
碑
笠
す
る
こ

と
。
適
切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
大
変
重
要
で
す
ね
。

イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
あ
る
チ

譲
削
蔑
鵡
腕

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
一
般
社
会
か
ら
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
に
対
す
る
信
頼
を
維
持
す
る
う
え
で
も
大
切
で

す
。
こ
れ
が
な
い
と
寄
付
金
や
棚
助
が
集
ま
り
に
く

い
で
す
か
ら
。

治
体
、
他
の
国
の
政
府
、
自
治
体
、
そ
し
て
ト
ラ
ス

開
始
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
焔
力
側
、
刷
万
ポ
ン
ド

教
与
公
ロ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
ｂ

（
約
３
億
円
）
ほ
ど
で
す
。
資
金
調
達
先
は
政
府
、
門

に
縛
ら
れ
ず
に
社
会
状
況

に
対
応
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
恋
（
わ
っ
て
い
る
こ
と

、

開催プログラム

⑳基調報告

①｢英国におけるチャリティの

活動と支援システム」

リチャード・フライズさん

②「チャリティへの支援の実際と

信頼の形成」

バーバラ・フロストさん

急質問と意見交換

コーディネーター北村裕明さん
ノ

＝亜専寄＝星

に
感
動
し
ま
し
た
。
必
喫

今
岡
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

と
さ
れ
る
大
き
な
改
峨

日本の皆さんへのメッセージ僻
れ
ぱ
得
る
ほ
ど
、
そ
れ
ら
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
埴
嘆

水
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

仕
方
を
も
秤
柵
築
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
Ⅱ

を
、
政
府
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
連
携
し
つ
つ
行
い
、
同
時
に
連
桃
の

舎
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

振
り
返
っ
て

ま
た
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
川
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
力
を

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
英
国
、
Ⅲ
本
に
共
通
す
る
課
題
で
す
ね
。

北．

村上

リ
チ
ャ
ー
ド
さ
ん

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
佃
年
の
法
の
枠
組

み
が
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
新
品
の
法
律
で
新
し
い
試

み
と
い
う
の
は
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。
次
に
日
本
に

来
る
と
き
に
は
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
そ

の
使
命
感
が
花
開
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
皆
が
経
験

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
大
工
天
だ
と
思
い
ま
す
。

い
る
と
思
い
ま
す
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ン
グ
の
し

か
た
も
違
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
相
互
に
交
流
し
、

バ
ー
印
ハ
ラ
さ
ん

確
か
に
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
組
織
は
違
い
ま
す
が
、

イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に
使
命
感
を
も
ち
活
動
す
る

団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
新
し
い
法
律
を
き
っ

か
け
に
よ
り
皆
さ
ん
の
活
動
に
拍
車
を
か
け
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の

は
皆
さ
ん
自
身
な
の
で
す
か
ら
。
イ
ギ
リ
ス
よ
り
日

本
の
方
が
よ
り
地
域
に
根
付
い
て
い
る
点
で
進
ん
で
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▼（左から）駒井さん会長の奥村さん一井さん内山さん

’

暮
ら
し
を
自
分
た
ち
の
手
で
も
守
ろ
う

…
草
津
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
有
志

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
こ
の
９
月
に
発

足
し
た
の
が
「
草
津
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
奥
村
建
一
会

長
・
会
員
約
五
○
○
名
）
で
す
。
自
治
省

が
全
国
的
規
模
で
計
画
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
先
駆
け
で

も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
滋
賀
県
で
は
初
の

サブリーダーの石井さん＞

旧八幡郵便局内にて

謙
溌
鍵
：鑓

採
光
の
工
夫
に
富
１
１
‐

む
、
ス
パ
ニ
ッ
シ

ュ
風
の
正
門
フ
ァ

サ
ー
ド
を
持
つ
こ

の
建
物
は
大
正
旧
年
に
建
て
ら
れ
、
昭
和
弱
年
ま

で
情
報
発
信
墓
地
と
し
て
機
能
し
て
き
ま
し
た
。

旧
年
前
か
ら
空
き
家
と
な
り
、
荒
廃
し
て

き
た
こ
の
建
物
を
修
復
、
保
存
し
よ
う
と

Ⅷ
一
昨
年
に
発
足
し
た
の
が
二
粒
の
会
」
で

す
。
会
員
は
、
現
在
如
人
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ

、
ク
に
塑
杯
も
あ
っ
た
ゴ
ミ
の
撤
去
と
大
掃

鋸
除
か
ら
活
動
は
始
ま
り
ま
し
た
。
市

外
か
ら
の
参
加
や
地
元
の
商
店
街

の
人
た
ち
の
協
力
な
ど
、
今
、
建
物

“
を
通
し
て
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

叫
謹
唇
洲
渇
湖
傭
謂
駐

一
悪
熱
望
溌
誉

蕊
濡
翻
需
》

に
し
な
が
ら
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
心
の

一
文
化
を
未
来
の
子
供
達
の
為
に
生

，
．
か
し
て
い
き
た
い
」
発
起
人
の
一
人
、

石
井
和
浩
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。

一
（
聞
き
手
”
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

残
し
た
い

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
心

’
一
粒
の
会
金
江
八
幡
壷

，
一
環
ま
県
活
ス
そ

む
広
域
災
害
発
生
時
に
は
、
行
政
に
頼

、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
。
今
か

ら
肥
年
前
に
英
語
教
師
と
し
て
近
江
八
幡
に
着

任
し
、
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
独
自

の
教
育
と
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
（
現
メ
ン
タ
ー
ム
）

を
中
心
と
し
た
事
業
活
動
を
展
開
、
そ
し
て
日

本
各
地
に
多
く
の
建
築
を
残
し
た
ア
メ
リ
カ

人
。
日
本
人
を
妻
と
し
、
日
本
に
帰
化
、
近
江

八
幡
市
の
名
誉
市
民
第
１
号
で
も
あ
る
彼
の
社

会
に
貢
献
し
た
生
涯
は
、
暖
か
い
人
柄
と
共
に

没
後
釦
余
年
を
経
た
今
も
人
々
の
心
に
深
く
刻

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ｄ旧八幡郵便局

鶴
冒
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蝋‘、「参加しませんか？、↑

■
？

－、／ ‐､、

女性の自立と社会参ｶﾛを皇言える

講演｢女のビジネス。
キックオフ」
スモールカンパニーへの

スタートアップその１

日時⑳1/9(土)１３:30～

場所⑳県立女性センター

訓師⑳北野加代子

（オフィスK代表取締役）

参加料③300円

◆

女性の自立と社会参加を考える

講演｢あなたのアイデフフを
ビジネスに!」
スモールカンパニーへの

スタートアップその２

日時③2/2７（土)１５:00～

場所③大津市生涯学習センター

講師､吉田恵子

（知的所有権管理士著作権研究会員）

参加料③300円

※試作品を、当日お持ちの方は事前

に連絡下さい。

お問い合わせ先､0749-24-0801(昼）

0749-22-9282(夜）／女性起業と

支援の情報発信・あすとろう（白川）

／ 〆

市民参加の介護保険公開講座 住民参加の
｢介護保険公開連続講座」

日時･場所②

①1/30(士)１３:30～１５:３０

｢介護保険で何が変わる」

一福祉の充実で町や人が元気になる－

講師／岡本祐三氏

(神戸市看誰大学教授）

場所／滋賀県立文化産業交流会館

②2/20(±)１３:30～１５:３０

｢わが町の介護戦略トーク＆トーク」

一安心と参加の地域づくりへ一

講師／佐竹登志子さん他

場所／長浜市社会福祉センター

参加料③300円(１回分）

お問い合わせ先③0749-52-5111

県立文化交流会館内(吉田）

ホームヘルパー養成講座
２級課程受講生募集

日時e3/６（土)～約6ヶ月間

場所③実技講座／彦根市障害者福祉

センター実習／滋賀県内の施設

内容③実技講座(ｽｸー ﾘﾝ42時間)／

通信講座(58時間)/実習(30時間）

受講料③80,000円（消費税別）
お問い合わせ先、077-586-2588

しみんふくし設立準備会
、 ノ

国凸

日時・場所。

①1/２３(土)１４:00～１６:３０

｢介護保険の財源ｼｽﾃﾑと福祉産業の創造」
講師/岡本祐三氏(神戸市看護大学教授）

場所/すこやかセンター

②2/６(土)１４:00～１６:３０

｢介護保険における医療の役割」
講師/藤本直規氏(県立成人病センター）

場所/すこやかセンター

③2/20(土)１４:00～１６:３０

｢福祉自治体の創造と市民の役割」

講師/岩川徹氏（秋田県鷹巣町長）

場所/守山市民ホール集会室

お問い合わせ先､077-583-2923

守山市社会福祉協議会(伊藤）

I砂ｌ

Iｑ

１陛可

ｂ

/'
九

ク
企
ね

／

私のﾊー ﾄ合日力わる僕の気持ち合日力$える

バレンタイン大作戦
参加者募集

P

日時、2/１３(土)・1４（日）一泊二日

場所②国立大津ユースホテル

内容、おかしづくり、パジャマパー

ティなど、参加者で交流

対象④中学生以上（定員60名）

お問い合わせ先②077-537-2753

滋賀県青年団体連合会

Ｍ
Ⅷ
裾
勤
釧
“
肌
州
坐
４
句

需
耐
胆
細
ツ
ｊ
据
嬬
剛
Ｐ

参Ｌ

／ 、

「市民参加のデザイン」
出版記念講演会

日時②1/23(土)１８:30～20:３０

場所､京都アスニー第４研修室

参加料⑤5,000円（本付き）
講演⑳世古一穂

◆

これからの市民社会を拓く

ファシリテータ養蹴
ワークショップ
１日型NPO人材養廟講座(初中級編）

日時③1/２４（日）１０:00～１７:００

場所⑤京都アスニー第２研修室Ｂ

参加料③市民活動団体･行政10,000円

シンクタンク･企業20,000円

内容●参加のデザイン、評価のワ

ークショップなど

お問い合わせ先②042-359-8605

NPO研修･情報センター
、 五

札 －ジ
〆 、

人とのかかわりの申で

育ちあう吾どもたち
一親として合､何が大切か一

教師と生徒をこえた人間の熱いドラマ

日時③1/31（日）１０:00～12:００

場所、草津コミュニティ支援センター

参加料③800円(本付き）

講師⑤今村克彦氏(木津町立高の原小

学校教諭）

お問い合わせ先③077-564-2847

草津画栗東おやこ劇場

１

“､,・
今ａ

も

、

〆 、

日zii《力ロム協会会員募集

彦根の伝統遊戯｢カロム」で楽しい

ひととき。ネットワークを拡げま

せんか。初心者、未経験の方でも

すぐに楽しむことの出来るゲーム

です。年間4回の定例会を予定（２

月に初回定例会を計画中）

参加費●入会金／2,000円年会費／

1,000円家族会員/－名につき500円
お問い合わせ先⑤0749-22-7522

E-mail:carom＠pop・biwako､or.jｐ
日本カロム協会事務局

、 ノ

才
。
‐
叫
叩
日

。
▲

環境問題に興味の扇鵡、

託自動車ヵ好そ”

いつし馴喜‘手づ､くり』し霞せんり､
作る場所がなくて困っています。

手づくり電気自動車を一緒に作っ

てくれる方、場所を提供してくだ

さる方(屋根付・ＡＣ100V取れる

所)大募集です。

お問い合わせ先③077-527-5223(FAX兼）

堤 健一ｚＬ

，

割，、、

恥，
Ｆ・４

■

ノ、

〃 、

生き方研究会滋賀交流会
（

ｋ
F，

日時・場所、

1/10(日)・2/７（日）

大津市生涯学習センター

1/31(日)・2/27(土）

ウィングパレス草津

2/28（日）彦根市文化プラザ

13:30～16:００(3会場共に）

参加料､500円(初回無料）

内容③家族､知人､友人との関わり

方に関する勉強会

お問い合わせ先③077-561-7902／田中

ノ

、〆

榊
・１f〆

１

高木善之地球環境セミナー

日時③2/９（火）１３:00～１６:００

場所、びわ湖ホール（小ホール）

内容、「地球は今」

受講料､前売り1,000円当日1,500円
調い合わせ先③077-522-5240

徳田公世

戸

A・

亀

､ＩＩｌ
料

ノ

。
■

門6

カ

MJ1W

〆 、

譲自動車を作)刃
、

１

，ｓ、

、／

シュタイナー勉強会

日時、1/2６（火）１３:30～15:００

場所、ネットワーク天気村（草津市）

内容⑳シュタイナー教育の勉強

参加料⑬500円

お問い合わせ先③077-564-7868／山田

可に

－ぐ

■

心P

／

滋賀号育てネットワーーク連続講座

「つ葱げよう蚕育ての輪」
～一人で悩む号育てから
みんなで楽しむ吾育てへ～

日時、第２回2/2０（土）１０:00～

「(仮称）長浜の街づくりに学ぶ」

子育て支援を街づくりの視点から

場所、野洲町中央公民館(第１集会室）

講師②福永希味子（長浜市地域子育

て支援センター東保育園）

託児､有（要予約/200円/定員30名）

お問い合わせ先③077-579-4491

風の子保育園(松原）

ノ、

、〆

元気な女でいるための
ストレスマネージメント
個性心理学入門ワークショップ

日時､1/１５(金･祝)・2/３(水）

１３:00～１６:００

場所､草津コミュニティ支援センター

内容③自分･家族の個性分析を学ぶ

ワークショップ

託児ｅ有（300円）

お問い合わせ先③077-566-2298

個性心理学個育てネットワーク

（金溌）
、 型

Ｌ

■Ｉ

■ ■

1

盈、

〆 ､

茜卜･-クサークル講座第47回定例会

「人生の身仕切舞いとしての
尊厳死ｊ

日時③1/３０(土)１３:30～16:００

場所③大津市生涯学習センター

参加料､500円

お問い合わせ先③077-522-6897

茜トークサークル事務局(木下）
ｋ ノ

＝
Bl

一

、

《

‐型

５#」
△「市民参加の介誰保険公開連続諭座｣の模梯

一一;癖、

ｒ狂
Ｄ

Ｊｈが八ﾉﾌﾃーﾐ
Ｉ

、

は
じ
め
の
一
歩
～
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
～

子
ど
も
を
も
つ
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
会
。
一
緒
に
子

育
て
を
楽
し
ん
だ
り
、
快
適
な
生
活
の
た
め
の
情
報

交
換
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

元
気
良
く
「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
踏
み
だ
し
て
い
き

、
１ 。

市
民
参
加
の
方
向
性

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
公
開
誌
座
等
に
ご
参

奔

加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
○
七
七
（
五
二
四
）
九
九
七
○
｜

滋
賀
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
／
今
井

１１
配
年
９
月
「
介
護
の
社
会
化
を
進
め
る
一
万
人
市

民
委
員
会
」
が
発
足
し
、
さ
ら
に
高
齢
化
社
会
を

市
民
の
手
で
デ
ザ
イ
ン
し
、
市
民
の
、
市
民
に
よ

る
、
市
民
の
た
め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
始

め
る
と
い
う
関
西
の
思
い
を
つ
な
ぐ
「
介
護
の
社

会
化
を
進
め
る
一
万
人
市
民
委
員
会
（
関
西
）
」
が

師
年
３
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
で
も
、
地

方
組
織
と
地
域
活
動
の
必
要
性
を
考
え
、
妃
年
８

月
、
介
護
の
社
会
化
を
進
め
る
一
万
人
市
民
委
員

会
（
関
西
）
の
滋
賀
の
会
員
と
関
係
者
が
集
ま
り
、

会
（
関
西
）
の
滋
賀
（

「
介
護
の
社
会
化
を
進

め
る
一
万
人
市
民
委

員
会
（
関
西
）
滋
賀
ネ

ッ
ト
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
会

員
を
中
心
と
し
た

「
市
民
参
加
の
介
護
保

険
公
開
連
続
訓
座
」

を
県
内
各
地
で
開
催

し
、
二
○
○
○
年
に

導
入
さ
れ
る
介
護
保

険
制
度
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、 介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
一

考
え
よ
う介

護
の
社
会
化
を
進
め
る

一
万
人
市
民
委
員
会
（
関
西
）
・

滋
賀
ネ
ッ
ト
郷

i鵬

４



長

く
勺
白

罪
《
今

一
月

一
利
一

Ｊ
副
審

解
＃
：

手から手へ､バトンを渡しネットワークを広げましょう１１

次はあなたの元へバトンが届くかもしれません…胆丁』,]り服

薗寧

一二一三

サンタさんは

行ってくれたかな？

皆さんの相談相手､または活動の拠点として

今年も大いにご利用下さい

家永理津子(草津市）

うちの学童保育所にペルー人の子が2人来ています。日本語は

だいたい理解できるのですが、初めの頃は「おかえり」と言うと

｢おかえり」とおうむ返し。

でもいつからか自分の方から「ただいま」と言うようになりまし

た。おやつの時間にはとまどうこともあるようで、自分の分を食

蕊
霊
ｉ
↑

探
り
な
が
ら
鉄
道
文
化
の
良
さ
を
知
る
た
め
、
こ
垂

れ
ま
で
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
（
八
月
）
、
近
江
鉄
道

八
日
市
新
駅
舎
（
七
月
）
、
米
原
鉄
道
フ
エ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
十
月
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
十
一
月
末
に
は
噺

甲
西
町
立
図
書
館
で
も
、
地
元
甲
西
の
鉄
道
愛
好

グ
ル
ー
プ
合
同
で
模
型
走
行
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

興
味
が
あ
る
方
ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
②
○
七
七
’
五
七
八
’
三
○
四
五

（
仮
称
）
滋
賀
鉄
道
模
型
愛
好
会
／
村
田

、
鍵
穏
、
柳
嶋
．
偽
１
１

雀来る？」「うん、来るよ。楽しみやね｡」といつも

答えています。サンタさん忘れずに行ってくれ

たかなぁ・・・・

次は､にぎやか塾の指導員をされている

乗光ちず子さんを紹介します。

ま
し
よ
う
。
未
婚
・
離
婚
・
死
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
○
○
七
七
’
五
七
九
’
四
四
九
一

の
‐
ヨ
“
一
一
Ｎ
ア
○
○
○
ｍ
ｍ
、
◎
コ
ー
葬
匡
う
の
．
宕

風
の
子
保
育
園
／
松
原

○
七
七
’
五
四
五
’
○
四
五
八
／
石
田
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ｑ１２月１日に開催

フォーラム
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’ された「NPO国際

･イン・しが｣にて



編集後記｜新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。

旬に、昨年に引き続き「おうみ市民活動交流会」を予定していま

す。県内のＮＰ○、ボランティア団体の交流会です。ぜひご参加下

さい。今年の４月から、いよいよ淡海ネットワークセンターは「ピ

アザ淡海」に引っ越しします。膳所駅からは少し遠くなりますが、

景色は何十倍もすばらしいところです。次号はセンターの2年間

の活動内容と新しいセンターの紹介を特集してみたいと思ってい

ます。お楽しみに。

!｢おうみﾈｯﾄ｣編集ボﾗﾝﾃｨｱ大募集｜
超画 一_-－一三.’

「おうみネ､ソト」は､県内の皆さんの市民活動

を応援するための情報交流の場づくりを目指

し、それをサポートして下さる編集ボランテ

ィアを募集しています。編集会議への参加､取

材､FAXなどによる情報提供､関わり方は様々

です。あなたも参加してみませんか。

同編集ボランティア会議■

日時：２月１０日(水)１４:OO～１６:ＯＯ

内容：来年度のおうみネットについて

場所：淡海ネットワークセンター会議室
、 ノ

今回は座談会ではありませんが、ＮＰＯ国際フォーラムの講演や討

論の内容を特集しました。このフォーラムには多数ご参加いただ

きありがとうございました。リチャードさんとバーバラさんから

イギリスのチャリティ制度とチャリティ団体の話を聞き、今後の

日本の市民活動、またそれを支える制度ついて、考える機会とな

りました｡市民活動というものが世界的に共通する面がある一方、
その国、地域ならではという面が､あるように感じました。２月下

センターでは､新しい社会参加活動のきっかけとなるサロン(淡海サロン)を応援し

ています｡今年度の予定数にまだ少し余裕があります｡ぜひご応募ください｡サロン

の開催に必要なゲストの謝礼､会場費､資料費など30,000円を上限に支援します。

↓名神大知ＩＣ

蕊乎態”零度は下冒i輝テーマ雷サロンが

潟催室調Ｚいます｡参考にしてく銭さい。

■子育てを終わった世代の子育て支援活動について

■子どもに関わる諸問題について

■環境を守るための地域の歴史を学ぶ

■環境に優しい木酢液について

■親と子が共感できる場づくり

■GENKIパワーの発信(滋賀の女性達のやる気づくり）

■脳卒中者後遺症の生涯の克服

■子どもと子育て

■文庫ボランティアをつくる

■地場野菜と花による生きがいづくりと地域の活性化

■親子ふれあい手作りおもちゃ

■不登校の子をもつ親の集い

■｢映像の世紀」によるビデオフォーラム

（今後の国際交流について）

■女性の社会参加を考えるネットワーク

■草津川の跡地利用について計15サロン

堀
い

少人郵にｄもつT7L

屡加老同士ﾅ陛貝壷

淡海ネット

右記の日時に
ご利用いただけます。

､』ＪＦヨ、１１ｰI禿』’

ロン悶催者《

多多〆 Ｆ今

］１－岸邑ｌｐＩ回

センターでは、わくわく

民活動ゼミナールの講義

鍵『

ム、交流会の記録をまと めた淡海ネットヮ、、、

一クセンターブックレットを発行しています。

今年度のわくゼミの講義録をまとめたブックレッ

トNo.5.No.6ができました。ご希望の方は送料(４

冊まで300円分､5冊以上600円分の切手）を添えて

センターまでお申し込み下さい。

●No.５ＮＰＯのための資今樗ｲ弓術

守凸

あ芯渥壱"地域覇画予ユーザー"をめざしませんか

まちづくり、環境保全､福祉など地域のいろんな課題に取り組んでみたい…。

そんな思いをもつ人たちのための｢塾｣を開く準備を進めています。

｢地域プﾛヂｭー ｻー ｣=鮒蝋霊麓蕊巽!』(て
塾はそんな人のトレーニングとネットワークづくりの場です。

塾の期間…………………2年

カリキュラム……………塾生の希望を取り入れた基礎学習と

テーマ別のグループに別れての自主研究を中心に構成する予定。

（研修旅行など楽しいプログラムも検討しています）

「こんなことして欲しい｣など「塾」に関するご意見をお聞かせ下さい。

なお開塾は来年度ですが塾生の募集は２月から開始。

ご関心のある方はセンターまでご連絡下さい。募集要項が出来次第お送りします。

（講師:早瀬昇さん）

●No.Ｂ欧米のNPOの事例に学ぶ
（講師:跡田直澄さん）

‐〃〃ｐＪｈｐ負’ヂザP〃少々．ｈ・もロ,DgQFJrP〃ずＰｆｐ㎡・ザｆＦｆ″〃Ｊ〃Ｐ ′"〃”ず〃”〃ず〃'"〃ぞ”Ｊ〃ｆ”ｄ”‐

淡海ネッ|､ワークセンターブックレット（既刊）匂

わたしたちが開く

（設立記念フオ

市民活動の意義と
（講師：山岡義

琵芭滞

刻上館びわ湖ﾎｰﾙ

、》蓮ﾐーﾝ5~7１

●No.１

●No.２

●No.３市民活動促進のための法制度をめぐる議論

（講師：雨宮孝子さん）

●No.４これからのNPO経営~おうみ市民活動交流会記録
（墓調報告：木原勝彬さん）

この情報誌は再生紙を使用しております。
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